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壊れたハートを直せるか？How Can You Mend a Broken Heart?

■多様な研究チームが世界を変える―腫瘍循環器の例　
国民の死因1位のがんと、2位の心疾患は密接な関係がありま
す。例えば、がん治療の副作用として心血管病は少なくありません。
患者さんが治療を中断せずにがんを克服するには、心血管病対策
が必要です。三重大学には総合がん治療センターや腫瘍領域及び
循環器領域の基礎・臨床研究者集団による腫瘍循環器学リサーチ
センターが開設され、私もその一員です。本学はがんを多様な専
門家によるワンチームで克服する体制が整っています。

病気の予防・治療対策には、

基礎研究による原因・メカニズムを

知ることが重要だよ

■心不全パンデミック時代とTR―私たちの基礎研究　
私は循環器内科医ですが基礎研究を主軸とし、特に心不全のTR
が専門です。高齢化社会の現代、心不全パンデミックと呼ばれるほ
ど心不全が増えていますが、心不全は重症化すると、がんよりも生
命や生活に悪影響が大きく長期間続くため、その予防が重要です。
私たちのチームは、心不全最大のリスクである糖尿病による心筋
障害メカニズムの解明に取り組み、現在は心筋線維化のメカニズ
ムの解明に取り組み、新たな診断法や重症化予防治療法の開発を
目指しています。

心筋線維化再生治療の例

心臓のなりたち From the organ to the cell
The Heart

治療のために使用する薬剤が心臓や血管に副作用を起こすことがある
しかしそのために本来必要な治療を中断しないことが必要

薬物性心血管障害（腫瘍循環器学が必要である理由）基礎研究の

チカラが世界を変える

には多様なチーム

（ダイバーシティ）が必要だよ

女性や若者の研究参加も

多様なチーム作りに

重要だね

「心筋細胞の芽」未分化幹細胞を操作して
心筋を治す－再生医療－

大学は

科学を実践できる

特別な場所だね

科学は

世界を変える

一つの手段

だよ

■Translational Research(TR)とは　
「橋渡し研究」と日本語で訳されます。
基礎研究成果を社会応用に橋渡しすることは、実社

会を変える原動力になります。最近の例では、新型コ
ロナウイルス感染症対策や心筋再生医療です。未知
のウイルス感染症を封じ込めたのは、治療薬やワクチ
ン開発など科学のチカラがなければ成し遂げられま
せんでしたね。科学的思考を養うことはあらゆる分野
で重要であり、大学という場所は、科学的思考を研究
により実践できる特別な場所です。

皮膚の傷と違い、心筋は心筋梗塞
など病気で傷害をうけると自己修復
できません。しかし未分化な状態の
細胞を心筋に誘導することが科学
の力で可能になってきました。
これが心筋再生医療です。

細胞の分化と幹細胞・再生医療について
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